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平成１７年度 プレスリリース
（ソフトウェア関連）

国立情報学研究所
平成１７年１２月１３日

NetCommons: 自由にレイアウトできるネットオ
フィスのオープンソース・ソフトウェアの公開
（Ｈ１７．８．９ 新井紀子助教授）

トップ・エス・イー プロジェクト
（Ｈ１７．８．２４ 本位田真一教授）

化学系グラフィックスオープンソースライブラリ
『ケモじゅん』の公開
（Ｈ１７．１２．１３ 佐藤寛子助教授）
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スーパーアーキテクト養成のための
「サイエンスによる知的ものづくり教育」

平成１７年１２月
国立情報学研究所

トップエスイー・プロジェクト
本位田真一

http://www.topse.jp/
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取り組み

平成１６年度文部科学省 科学技術振興調整費・
新興分野人材養成 ・基盤的ソフトウエア

タイトル「産学融合先端ソフトウェア技術者養成拠点の
形成」

平成１６年度から５年間（総額5億円）

体制
NIIと５社（ NTTデータ、東芝、 日本電気、日立、富士通
研、 平成１６年度参加企業、五十音順)
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実施体制

NIIトップ・エス・イー・プロジェクト
NII教員

本位田（代表）
安達淳教授/開発部長
中島震教授
鷲崎助手

NII特任教員
田口特任教授（常勤形態）
吉岡特任助教授（常勤形態）
田原特任助教授（常勤形態）
田中特任助教授（NTTデータ、４０％）
長野特任講師（東芝、４０％）

ポスドク
Dr. Cyrille Artho (ETH)：テスト技術
Dr. Luncheng Lin (Imperial/Open Univ.)：要求分析

企業：日立、富士通研、PFU、NEC、東芝、NTTデータ、CSK、FeliCa（ソニー、ドコモ）
産総研
他大学：東大、立命館、東工大、早稲田、慶應
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ポイント

１．NIIは、５社の協力を得て、
平成１６年度 文部科学省 科学技術振興調整費により、
スーパーアーキテクトを養成するための教材、
「新教育プログラム」を開発し、
「サイエンスによる知的ものづくり教育」講座を、
本年の９月より開講。

２．ソフトウェア科学の知識の教育ではなく、
ソフトウェア科学の成果（ツール）の実問題への
適用ノウハウを「教材化」し、教育。

３．さらに、実問題をベースに開発した教材を、
全国の大学、民間企業に無料で配布。

４．将来的には、スーパーアーキテクト養成拠点の設立を目指す。
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受講生（第１期生、平成17年度入学）

大学院学生（7名）

東大大学院 コンピュータ科学専攻（４名）

早稲田大学大学院 CS専攻（３名）

社会人（１２名）
推薦枠

NEC(2名）

東芝（２名）

富士通研（１名）

日立（2名）

NTTデータ(３名）

一般受験（応募者数１１名）

富士通研（１名）

NTTデータ（１名）
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開講スケジュール

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度平成１７年度
９月 ４月 ３月

第１期生(１９名）

第２期生(２０－２５名予定）

第３期生(２０－２５名予定）

９月９月 ３月 ３月
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NetCommonsプロジェクト
（2005年報告）

国立情報学研究所

新井 紀子

平成１７年１０月現在
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Net Commonsプロジェクト

広報効果を高めるため、
公開用コンテンツを整理管理し、

Web画面上に最適化して
容易に配信したい

情報を交換したいグループで、
瞬時に多様な情報を

安全に共有するための「場」を構築し、
継続的・弾力的に運用可能したい

複数の端末を有している
個人が、

端末によらずに仕事を続行し
情報を交換したい

広報用ホームページ構築支援

グループウェア・e-ラーニング

個人向けファイル管理システム

◆NetCommons導入によって期待される効果

■ コンテンツの流通促進やコンテンツの適切なマネージメントなど、ITの導入から活用。
■ NPO、小規模大学・地方など、平等にITインフラを活用する社会。
■ 生涯学習やバーチャルオフィス支援など、多様な学び方・働き方を支援。

広告等

イベント
カレンダー

図入りの
テスト＆アンケート

選択・記述式

アンケートに
答えるとお知らせが
目立つところに移動

グループの
共通予定表

自分専用の
サーバ上の
キャビネット

個人の予定表
検索がかかる

・ Webプログラミングやデザイン

を知らなくても、簡単に美しい
ポータルサイトが構築できる

・ メールマガジンの配信や管理
・ 多様なコンテンツの

配信や管理

・アクセスコントロールを備えた
本格的グループウェア

・ e-ラーニング用モジュールを

標準装備
・ 必要な機能を取捨選択し、

目的にあった柔軟な
情報共有の場を構築できる

・ ウェブ上のファイル

格納庫
・ 日誌・備忘録
・ スケジュール管理

３つの顔をもつサイト
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6月 NetCommons100本プロジェクト終了

2003年から2年間

7月1日 NetCommonsユーザ会議

8月10日 GPL NetCommonsダウンロード開
始 http://www.netcommons.org/

総ダウンロード 2,300
会員総数 300

2005年 NetCommonsプロジェクトの歩み
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NetCommonsダウンロード数
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ダウンロード数

延べダウンロード数 NetCommons登録会員数
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ダウンロードと会員数の推移
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導入団体
融合研究基盤

遺伝研「DDBJ]・東京大学社会科学研究科・東工大COE・昭和女子大
学国際文化研究所・富山県立大学産学連携共同研究・特定領域研
究「理数科」

学内情報共有基盤
国際基督教大学・熊本大学・総合研究大学院大学・名古屋産業大
学・JAIST

遠隔教育・教員研修
東京大学・東京電機大学

千葉県総合教育センター・岐阜県総合教育センター

学会
日本数学協会・日本化学会・日本微生物資源学会・総合学習学会

その他
企業のグループウェアとしての導入事例多数


